ではまず、カリーニングラードが
どんな場所に位置するのかという、
地理的な状況を見ていきたいと思いますが、
カリーニングラードは
ヨーロッパの東部
リトアニアとポーランドに挟まれた
ロシアの飛び地の領土であり
バルト海を臨む、まさに「陸の孤島」と言える場所です。
カリーニングラードがロシアの領土となったのは
第二次世界大戦後のことであり、
それまではケーニヒスベルグというドイツの都市でした。
このような不自然な領土になってしまった背景には
この街が辿ってきた数奇な運命・歴史が関係しているため
ここからは簡単にカリーニングラード
ケーニヒスベルクの歴史を振り返っていきたいと思います。▼


ケーニヒスベルクが歴史の表舞台に出てくるのは
中世の13世紀頃で、
当時、西ヨーロッパのキリスト教世界から
東に領地の拡大を進めていた
「ドイツ騎士団」によって建設されました。
周辺勢力との同盟、争いなどによる変遷を経て
ドイツ騎士団の支配地域は
「プロイセン公国」となり
ケーニヒスベルクはその都となります。
当初は大国ポーランドに忠誠を誓う
従属的な存在でしたが、
18世紀初頭までに合併などにより
神聖ローマ帝国の系統を
引き継いだプロイセン王国が建設され
その主要都市となります。▼


プロイセンの中でも
ケーニヒスベルクを中心とする地域は
「東プロイセン」とされ、
プロイセン王国は当初ベルリンなどを含む
ブランデンブルクなどの地域と
東プロイセンによって構成されていました。
間に位置する「西プロイセン」は
未だポーランドに属する地域でしたが
ポーランドの勢力が弱まった後、
西プロイセンまでがプロイセン王国に
編入されることになりました。
少し細かい話をしましたが、
このような経緯が
後の分断につながっていくということで
ポイントとして押さえておきたい部分です。
ともあれ、ケーニヒスベルクからベルリンに至るまでの
豊かな領地を手に入れたプロイセン王国は力をつけ、
その後、小国が分立していたドイツをまとめ
ドイツ帝国の中心国となりました。
プロイセン王はドイツ皇帝となり、
そのプロイセン発祥の地とも言える
ケーニヒスベルクはより権威のある都市となりました。▼


急速な工業化などにより大国となったドイツは
他の列強国に一歩遅れながらも
拡張路線をとりはじめます。
次第にイギリスやフランス、
ロシアの利権と衝突し、
これが第一次世界大戦へ発展します。
この戦いに敗れたドイツとオーストリアは
帝国の解体を迫られ
この時ポーランドが復興したことに伴い、
西プロイセンの主要部は
「ポーランド回廊」として
ドイツから切り離されることになりました。
こうしてケーニヒスベルクを含む
東プロイセンは飛び地となり、
次の世界大戦の火種としてくすぶることになります。▼


ナチスの登場で再び軍事大国となったドイツは
「ドイツ人の土地」を取り戻すことを公然と掲げます。
その最大の目的となるのが
「ポーランド回廊」の奪還し、
東プロイセンの飛び地を解消することでした。
そして1939年、ナチスはポーランド侵攻に踏み切り
これを契機として第二次世界大戦が始まります。
当初ドイツは破竹の勢いで進軍し、
西プロイセンを含む
ポーランドの西半分を占領することに成功します。
これにより東プロイセンの孤立は一旦解消されました。▼


フランスを降伏に追い込み
勢いに乗ったドイツ軍は
ソ連にも戦いを挑みます。
一旦はソ連の首都モスクワまで迫るほど進軍しましたが、
粘り強く戦うソ連軍に押し返され、
ドイツの旗色は悪くなります。
戦争終盤になると
ドイツは東西から凄まじい攻勢を受けるようになります。
この際、ケーニヒスベルクはイギリス軍の空襲に遭い
大聖堂や城、大学を含む街の多くが焼け落ちました。
そして最後はソ連軍に包囲され降伏、
占領されることとなりました。▼


ドイツの降伏後に連合国で行われたポツダム会談により
ケーニヒスベルクを含む
東プロイセン北部はソ連に
東プロイセン南部と西プロイセンなどの領域は
ポーランドへ割譲され
プロイセンの伝統的な地域は
ドイツの手を離れることになりました。
これ以前にケーニヒスベルクの北側に位置する
バルト三国がソ連に編入されていたため、
この時のケーニヒスベルクは
ソ連の地続きとなっていました。▼


ケーニヒスベルクではソ連軍の包囲前後から市民が脱出し、
占領後には残っていたドイツ市民も追放されて
ロシア人が入植するようになりました。
ソ連は街の名前をドイツ風のケーニヒスベルクから変更し、
ソ連の偉人・カリーニンに因んで
カリーニングラードと名付けました。
グラードとは「～の町」という意味で
ソ連には「レニングラード」や
「スターリングラード」など
偉人の名前を冠した都市が多数存在していました。
カリーニングラードでは
プロイセン王国の遺構である
ケーニヒスベルク城跡など
ドイツ時代のものはことごとく取り除かれ
名実ともにソ連・ロシアの都市として
生まれ変わることになりました。▼


カリーニングラードは
バルト海に面する重要な軍事都市として
ソ連の重要拠点となりましたが、
都市としては外国人などが簡単に立ち入ることができない
閉鎖的な場所であり、
かつての繁栄をよそに目立った発展はありませんでした。
主要な産業は造船業と
古来からの特産品である琥珀の輸出など
限られたものでした。
ソ連時代のカリーニングラードは
南方のポーランドを含め
東側諸国の内側に位置していたため
それほど特殊な存在とは認識されていなかったと言えます。▼


ソ連の崩壊に伴い、
1990年から1991年の間に
バルト三国をはじめとする
ソ連を構成していた国々が独立を果たすと
カリーニングラードはロシアの飛び地になりました。
それから約10年ほどはロシア自体の内政が混乱しており、
飛び地であるカリーニングラードは
放置状態となり、
失業や治安の悪化など深刻な状況に陥りました。
2000年代に入り、ロシア本土が経済的に立ち直り始め
カリーニングラードが経済特区に指定されると、
製造業などが誘致され、復興が進み
EUに近い地理条件も合わさって
経済都市として急成長を遂げました。▼


一方、軍事都市としてのカリーニングラードは
世界情勢の変化の中でより重要性が増していると言えます。
冷戦終結までは、周辺は全て味方だった訳ですが、
ポーランドやバルト三国がロシアから離れ
欧米の軍事同盟であるNATOに加わったことで、
カリーニングラードは敵陣営の中に
ポツンと存在する基地となり
最重要とも言える軍事拠点に変貌しました。
これまではこの地域の緊張を高めないために
ロシアとNATOが話し合い、
軍備を自重し合うという体制が取られてきましたが
近年ではロシアが
カリーニングラードへの弾道ミサイル設置などを
示唆することもあり、
特にウクライナ侵攻後においては
一歩二歩、位置づけが変わっています。
フィンランド・スウェーデンのNATO加盟なども踏まえ
今後はよりカリーニングラードが注目されるものと思われます。▼
